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む す び 
 
カッセル講演の段階において、ティリッヒの問
題関心の中心にあったのは、キリスト教信仰はい
かにして基礎づけられるのかということであった。
そこでの議論は、確実性そのものの問題へと展開
されたのであり、主観・客観の同一性における直
接的な確かさが信仰の確実性を考える上での鍵と
なっていた。確実性のこうしたとらえ方は後のテ
ィリッヒにおいても、認識以前の直接的な「気づ
き(awareness)」として、一貫して認められるも
のであり、ここにティリッヒの試作の連続性が認
められる。しかしながら、カッセル講演において
は十分に論じられなかった問題もある。それは、
キリストとしてのイエスの出来事がいかにして現
在のわれわれと結びつくのかという問題である。
 59
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こうした問題は『組織神学』第二巻において「形
象の類比(analogia imaginis)」として論じられる
事柄である。ここで詳しく論じることはできない
が、ティリッヒによれば、聖書において証言され
たキリストとしてのイエスの「形象」が、キリス
トの出来事において決定的に現れた存在の力を媒
介し、われわれの信仰を創造すると考えられてい
る。これはキリスト論とキリスト像の結びつきを
考える上でも示唆的であるが、この問題について
は稿をあらためて論じたい。 
 
 
註 
 
（１）ティリッヒはここで歴史的批判的研究そのものの
意義を否定しようとしているのではない。ティリッ
ヒは「歴史的批判はキリスト論的諸象徴の発展の理
解に大いに寄与する」(Tillich[1957a],p.112)と考え、
歴史的批判的研究は信仰と神学を迷信と不条理から
守るという点で、むしろ積極的に評価している
(ibid.)。要するに、歴史的批判的研究は結果として、
信仰が蓋然的な根拠のもとに基礎づけられるもので
はないことを示しているのである。 
 
 
（たかはし・りょういち 関西学院大学講師） 
